
第 25 回 ナオの南風語り

会費

場所
参加
連絡
主催

※懇親会のみの方は上記アドレスにご連絡ください。

持てる者は持てるだけ ( カンパ制 )
( 懇親会参加の方は別途 2500 円前後 )

東京都武蔵野市御殿山 1 丁目 5 番 11 号
御殿山コミュニティセンター  第 1 会議室（1F）　　　　　　　　　　　　　　

文化結社 トカラ塾 (http://www.tokarajuku.sakura.ne.jp/)

廣島一夫 の仕事
2016.11.26 (Sat) 14:00-16:00講師:稲垣 尚友

文化
結社
Cultural Association Tokarajuku

井の頭池

御殿山コミュニティセンター

マルイ

宮崎県の山村で竹カゴ作りを生業として、三年前に九十八歳の生涯を閉じた廣島一夫さん。このほかにも多くの

語録が遺されいるのだが、どれもが時代を鮮明に映し出しているのだった。

この秋、東京のギャラリー KEIAN で故人の手になる作品群が展示された。会期中に、故人の薫陶を得た若手の

カゴ職人たちが、在りし日の翁を語ってくれた。

今月のトカラ塾ではその語りの記録を映像で紹介する。制作者は画廊の主宰者であり、語り手は井上克彦さ

ん（熊本県水俣市）と小川鉄平さん（宮崎県日之影町）である。聞き手として、稻垣ナオ（トカラ塾）が登場する。

当日の映像解説もナオが担当する。

「オリ（俺）が作るカゴは見るためのものじゃねえとよ。使うためのものじゃ」

「これは金にならん、というのは人間の愚痴じゃ」

「技術も大事じゃけんど、人間として、正直が一番強いんじゃから」

対 談 映 像 上 映


